
1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

予

算

額

前年度繰越

1,065 1,470 957 1,022

0 0 0 0

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

中央研修への参加は体力向上について研修する貴重な機会なので今後も継続したい。

体育・スポーツ研究協議会は、体育授業の改善、体力向上への取組等について各学校に直接話ができる重要な会なので今後も継続した

い。

目標に対

する成果

の状況

中央研修への参加者は目標通りであった。体育・スポーツ研究協議会参加校数は学校行事等の関係で参加できなかった学校がいくつか

あり、目標達成に至らなかった。。

 概算事業費（B（A）+C） 17,739 17,986 17,270 17,538

16,516 16,516

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 24年度 25年度

Aの

財源

1,470 957

概　算

人件費

2.00 2.00 2.00 2.00

16,516

1,223 1,470 754

16,516

1,470 957 1,022

合計（A) 1,065 1,022

8人

26年度26年度26年度26年度 27年度

当初予算 1,065

補正予算

小中学校体育・スポーツ研究協議会 直接

成果目標・

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H26事業実績

H26 H27

（当初） （決算） （当初）

子どもの体力向上指導者研修 直接

子どもの体力向上指導者研修（中央研修会）への参加

（参加者数:８人）

276 253 341

小中学校体育・スポーツ研究協議会（体育主任会）の

実施（参加校数：549校）

681

県が関与

する理由

県でなければ実施不可（内部管理）

【左記の説明、根拠法令等】

・学校教育法、教育公務員特例法、スポーツ基本法

課・室 スポーツ課

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail sports-ka@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

7-1 子ども一人ひとりの個性や能力を伸ばす学校教育の充実

目指す姿

現状

（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

1,022

体育・保健体育科教育や学校体育経営等に関する指導理論・専門的技能に係る研修を行い、体育指導者の資質向上を図ることで教科

体育が充実し、運動好きな子どもが増える。

教員研修センター主催の子どもの体力向上指導者養成研修の伝達研修や外部講師による最新の指導方法の習得、実技指導を取り入れ

た実践的な研修に努めている。

成果目標の達成状況

項目

中央研修への参加

者数

体育・スポーツ研究

協議会の参加校数

事業番号 14 09 02 事業改善シート （26年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 体育教科研究事業費体育教科研究事業費体育教科研究事業費体育教科研究事業費
担

当

課

部局 長野県教育委員会

3 豊かな心と健やかな身体の育成 実施期間 S62 ～

8人 8人 達成

未達成548校 549校 543校

○「子どもの体力向上指導者研修（中央研修）」に参加する。（各分科会１名以上）

○すべての公立小中学校から参加を得て「小中学校体育・スポーツ研究協議会」を開催する。

Ｈ26
H27

目標

H25末

（実績）
目標 成果 達成状況

8人

540校

501 681

合計 957 754


